
経皮全身免疫ノ成立機韓ニ闘スル研究

第2報黄色葡萄股球菌 Lコクチヂンl軟膏前庭置局所

皮膚へノ Lコカイン1軟膏貼附程度ト流血中ニ所生

セラルル Lオブソニン1量トノ相互関係

京都帝I崎大事密車部外科耳鼻教室c.r計局教授指導）

持撃士橋 本 長 利

()lj¥・時北野病院外科密員）

緒 言

本研究ノ第1報＝於テ，健常家兎皮肉ι 黄色葡萄！／k球菌Lコクチヂン「i/i}:'/'f2.Q1[ ( Lコクチグ

ン寸合イl~1::1.25括）ヲ 24時llll貼阿スル時ハ，貼附後金6日ヲ粧テ流血~1~ しオプソニン「量ノ精強ス

ルコト及ピ此ゾ際更ニ軟背貼附局所皮肉ヲ24時間後＝種々 f大キサニ切除スル時ハ，切除耐ノ

大ナル程流Jfu.中Lオフ。ソニン「ノ;;t；生ガ減弱スルモノナルコトガ二伝説サレタリ。

両立＝免疫／亡秋刊ヲJ:J.テノ粧皮全身免疫ノ成立機陣ハ軟膏貼附局所皮肉ノ喰細胞ガ先ヅ克i'.i

元ヲ揖取消化シタル結果トシテ抗開ヲ自家原形町内ニ新生シ，弐デ此ノ抗鴨カe全身性＝移行ス

ルコトニ尚ルモノナリ， ト~ベタリ。

然ラパ，軟背貼附ffヰノIJf.lr守ヲ種々ノAキサニ切除スルコトノ代リニ局所喰細胞ノ機能ヲ麻捧

セシムルノ[:I的ヲ以テ， Lトロパコカイン寸軟仔ヲ貼附ス Ji.-時ハ，粧！主性全身免疫（血r/:fLオプソ

＝ン寸派生）ハ如何ナル影響ヲ交クルモノナリヤn

本店’験ハ此ノ疑問ノ解決ニ向ヒテナサレタルモノナリ。

賓験第1. 局所皮膚＝最初葺色葡萄般球菌lコクチゲシ1軟膏，

次デLトロハコカ4シ寸軟膏ヲ貼附シタJj..場合

第 1報＝記述セル如ク健常次兎ノ皮膚而ニ黄色葡萄！／k球菌 Lコクチゲン1軟骨ヲ塗擦貼附シ，

24時間後軟引；ヲ脱脂綿及ビイjilhLベンチン1ヲ以テ清拭シ．直チニ4C?,;,トロパコカイン1軟干f（瞳

酸Lトロパコカイン寸0.6UCヲ生理的食盟水15詫ニ溶解シ，之ニ1!!Vkしラノリン＇ 10.ti:，白色Lワゼ

リン寸5.0h；ヲ加へヨク混和セリ。）ヲ

九群ニテハ金剛志＇tノ1/5へOAJC=Ll、ロパコカイン寸0.016瓦，
B群＝テハ全両右＇ iノ1/3へ0.6瓦＝Lトロパコカイン寸0.02.ui:,

C群ニテハ全面積ノ1/2へ1.0瓦＝L トロパコカイン寸0.041[,

D群ニテハ全国債ノ全而Vt：へ:Z.OJ.L=Lトロパコカイン寸0.081［ダケ

任1支7己ti次行ト同様ニ恰擦貼附シ，保護糊1,11ヲ施シ， 24時間1J:==-1 r司Lコカイン..，，，次・n：ヲ更新シテ
5 r1 間ニ及ピ， !ii'~61 ！目＝血清ヲ採取シ，第 1 報＝於ケ1レト同・ノ右法＝｛火リテ Lオプソエン寸

係数ヲiJllJ定セリ。
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費験成績及ビ考察

個々ノ賞駿群エ於ケル成績ハ第1乃至第3表迄ニ示サレ，3頭平均悦ハ第4表ニ一括セラレタリ。

第-t・衣ノ成績ハ第1悩lニ曲線ヲ以テ一目瞭然タシラメタリ。

第 l 表

資色稲荷欣球商 Lコタチゲン寸軟’t'f24時間

貼附後同局所皮膚商ノ種今ノ大サ＝－~，］－シ

L トロ バコカイン守軟膏ヲ貼附シ，第6日目

＝測定シ得タル血清I Lオプソユン可係数

と一川口JJ助一一川
ι’＝守aA
U－－係＝

子二日M

菌午8m

「叶げl一日川
コ軟積一一

一引い附一川
一Uカ斑旦一

附酬一一前後
lEE＝ji 
抑制一ω

I 61 91 :.5 9 16 ~＇＞ I J.66 I 103 

32 {1 後前 7 l 14 I 
1/2"• 

33 ｛夏 6 7 13 
1 ~ · 7 10 17 I UIO I 80 

第 2 表

資色稲荷扶球菌 Lコクチゲン寸軟脊24日寺問

貼附後｜司局所皮！宵商ノ積キノ大サ＝－f',J-シ

Lトロパコカイン1軟脊7貼附シ，第6日目

＝測定シ得タル血清ノ Lオプソ＝ン「係数

MN 

VJJ敬

．1』－一係

一一
一翼

一喰

一コ軟積
一パ寸面

一1υ剛
一Jb脊

脊附

兎銃
家呑

%（ 後前 7 8 15 1.60 
1/5 9 15 24 

100 

前 6 8 14 
後 9 14 23 1.61 101 

前後
7 7 14 

1/2 12 20 
1.52 96 

前後
同I 13 

1.46 1 11 18 
91 

第4表黄色葡萄扶球菌Lコクチゲン寸軟脊Mi!H後局

)i}j-皮膚＝貼用シタルLコカイン1軟脊ノ商談ノ大

＋ト流血中／』オアソ＝ン1係数トノ相互関係

（品頭卒均｝ 第1闘参照

克佼的前庭置皮膚局f9rニ於ケ JレILオプソユ｜係数／
ょと二二三ゼン1軟明白哩積｜ン寸係数日）［官金ft_

OlJ I J.89 I 100 

I/5"J I 1. 70 I 90 

4
 ’’
 
．．
 

／
 
1
 

1.61 

1.40 

1.39 

1/2"J 

l~J 

1) L コクチゲン，~ik脊貼附局所皮膚全面積（4.5cmx 

4.-5cm=20.2；）平方糎）ノ 1/5=4.05卒方糠＝.Lコカ

イン1軟脊ヲ貼附セルモノ。

2) ！司ジタソノ 1/a=6.75平方根＝.Lコカイン t軟膏

ヲ貼附セ Jレモノ。

3) 1司ジクソノ l/2=10.125平方粧ニ Lコカイン l欣

干Fヲ貼附セルモノ。

4) ｜寸ジク同金面積＝20.25平方糎＝.Lコカイン，4次

脊ヲ貼附セルモノ。

5) 此際同一試獣免疫前庭置ノ血清ヲ以テノ喰蘭子

ヲ1.0トス。（以下準之）

第 3 表

黄色葡萄~球菌」ヨタチゲン寸軟膏24時間

貼附後I司局所皮膚商ノ種々ノ大サニ封シ

しトロパコカイン1軟膏7貼附シ，第6日目

＝測定シ得タル血清／・Lオプソニ日係数

審議l~1 LI・…｜ I I；ぺ軟貼 ヵイン1軟喰蘭子ニン， % 
脊貼附面積 係数

後前
.5 8 13 

』.92 100 
1/5 9 16 25 

前 6 6 12 1.53 82 
f麦 1/3 8 11 19 

前 7 8 15 1.40 73 
f麦 1/2 8 13 21 

後前
7 7 14 1.42 74 

1 8 12 20 

1) Lコクチゲン寸軟脊貼附局所皮膚＝何等 Lコ

カイン1軟’ffヲ使用セザリ シモノ（第1報参

照）。

2) 岡上局所皮1常全部三Lコカイン1軟脊ヲ貼附

セシモノ。

s.s 
74 

3)-5) 悶上Lヨカイン「依存貼附面積ノ大キサ

ノ割合。

G) 此際Lコタチゲ戸軟脊貼附直前＝於ケル血

務ノ示シタル喰蘭子ノ値ヲ1.0トナス。
阿凶

/,j 
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第 1 岡

黄色葡萄扶球商」コクチゲン寸軟脊24日寺問JU;

附後同一局所＝しコカイン寸軟脊ヲ貼附セル

荷積ノ大小ト．第6日目ノ血中 LオプソニンI

係数トノ相互関係 (2頭平均）第4表参照

1) Lコクチゲン1軟脊J！占附局所皮H町会商積4目5cm

×4.5cm=20.25卒方糎ヲ全然其健トナシ，Lコ

カイン寸軟脊ヲ貼附セザルモノ内

盟2.00
~I加
オ

フ・.1.60
ソ

=-1.40 
ン
」一
係 1.20
数
1.00 

I"-.... 
、＼、、、

＼＼ 

。，3 Yr," Y,＇》 弘前． ,., 

2) l司上局所皮膚全面積ノ 1/5=4.05平方糎： Lコ

カイン1軟脊ヲ貼附セルモノ。

3) 同上局所皮膚全面積ノ 1/2=6.75平方糎＝ Lコ

カイン寸軟脊ヲ貼附セルモノ，、

4) 同上局所皮膚全面積ノ 1/2=10.125平方糎＝

しコカイン1軟脊ヲ貼附セルモノ。

5) jnj上局所皮府全面積.20.25平方糎＂ Lコカイ

ン1軟脊ヲ貼附セルモノ n

→ Lコカイン寸軟膏：貼附面積ノ割合

以上ノ結果＝依レパ免疫元軟背ニテ市Ii庭置セラレタル局所皮府商へ4%Lコカイン寸軟膏ヲ貼

附スル面的ガ遁下スJレニi¥I:ジテ7日目ニ血中ニ立誰セラルFレしオプソェン1係数ハ涯減セリ。数

字的ニ之ヲ示セパ下ノ如シ。

Lコカイン寸軟膏貼附無キ揚合ハ 一………ー・・…1.89(100)

向 上貼間面積ガ1/5ノ揚合ハ…・ー……………・1.70(90) 

向 上貼附面積ガ1/3ノ揚合ハ・一一...・...…… …1.61(85) 

向 上貼附面積ガ1/2ノ場合ハ…………・－……...1.40 (74) 

向 上全両積ノ場合ハ・・…ー・………・…ー…ー1.39(73) 

）内ノ数字ハ係数 J百分比ヲ示ス。

Lコカイン寸軟背貼附ノ代リニ同一面積ダケノl川市ヲ切除シタリシ第1報ノ所見＝テハ血中

Lオプソニン寸係数ハ下ノ1n直司示セリ。

高Ii底置皮膚局所全部共催ニテハ．…－－－－・・・・・回一…1.89(100) 

前庭置皮府局所ノ 1/5切除＝テハ…………・ぃ…・・・ ••l.(>0 (85) 

向 上 1/3切除ニテハ・・・……・ー…・…・－…・・.1.49(80) 

向 上 1/2切除ニテハ……・一…・－－－－……1.31(72) 

向 上全部切除ェテハ…ー……・一………1.18(65) 

IWチ免疫的商Ii底置ヲ施シタル局所！101'1ヲ切除セル場合ト切除ノ代リー Lコカイン寸軟膏ノ貼

附ヲ行ヒシ揚合トハ殆ンド全ク同一ノ結果ヲ示シタリ n 是レ他ナシ， Ll・ロパコカイン寸軟管

ヲ24時間Hニ更新シ5日間持長スルコト＝ヨリテ局所皮膚細胞ノ活力ガ麻痔セラレ従テ最初ノ

24時間ニテ自家j[:J杉町戸、J＝ー産生セラレ居ル抗措ノ帝Ill胞外分泌1t:HJ；ガ阻’h：セラレ，同時＝最初／

24時間以後＝於テモ亦タ行ハレ得ベキ自家元形質内抗惜産生モ亦タ一定度マデ麻坪＝陥リタ



総本．余＇l（皮令身見疫ノ成立機車事＝胸スル研究 58~ 

Jレコトヲ物語yレ事賞ナリ。

自｜］チ』riil1前町内ニ発疫定軟背ヲ貼附スルコトニ依リテ殻現スル全身l生免疫ノ獲得＝向ツテハ

館設J,,j/j貯皮lr'1 ノ健常ナル生前力ハ必要不可快ノ僚件ニシテ，モシモ；~：； ；波f芝府局所ガ或ハ切除セ

ラルルカ或ハ Lコカイン寸軟骨ノ如キモノニテ肺陣セシメラルル時ハ全身克疫（血中抗酷） J 獲

得ハ100針73-65ニ至ルノ根本的障碍ヲ’ぷノレモノナリ。

J[t際所i底世皮！湾局所ヲ全部Lコカイン寸軟背ニヨリテ底世シタルユモ拘ラズ，全部切l；会ノ揚合

（第1報）ト同様ニ7日目ニ於ケル血＂＇ 」オプソニン1 ノ，，日主ハ全部阻害セラルルコト無クシテ狛

ホ多少ノ産生（係数＝l.39ニシテ100 73ノ減少）ヲ示シ，全切除ノ場合（係数＝1.18ニシテ100:

65ノ減少）ヨリモLオプソニン寸値押j々 大ナルハ何故ナリャ。

思フエ Lコカイン寸ノJ}Z[J'守的i貼附＝依ル皮膚細胞機能ノuorc樺ハ皮府金居＝亙リテ行ハyレルコ

ト能ハズ，且ツ皮下結締繊細胞＝迄モ肺搾ノ作用ハ深達スルコト能ハズ，シカモ最初ノ24時間

＝於テハ軟背中ノ抗一疋ハ皮下結締織中ヘモ吸J険セラレ居ルモノナルコトハ推定スノレニ難カラ

ザルヲ以テ，此等麻搾作用＝陥ラザノレ局所1支局側i胞ヨリシテ血『I• ノ抗措ガ供給セラレタルノ致

ス所ナランカョ局所皮屑切除ノ場合ヨリモ Lコカイン1 軟膏使用ノ揚合ノ方ガ血中 Lオプゾエ

ン「景ノl苧生ガ将j々 大ナル所以モ亦タ首肯セラレ得ル所ナリ。

費験第2. 葺色葡萄蹴球菌」コクチゲシ寸軟膏貼附局所以外J

健常皮膚面へ」トロパコカ4シ寸軟膏ヲ貼附シタJI-場合

賞騒第1.：テハ，発疫元軟背ヲ24時間貼附セル営該皮fr可}ITT所へ Lコカイン寸軟骨；ヲ貼間シテ，

以テdtノ全身売疫費生（血中Lオプソ＝ン寸産生）作用ヲ臨時セシメント試ミタルモノナレドモ，

免疫元軟背24時間貼附部皮肉j泊所ハ共催ト鴻

シ世キテ，以テソノ全身性＝抗惜ヲ分協スル

機能ヲ障碍スルコトナカラシメ．車＝健常ナ

ル皮h守roiノ一局所ニノミ貰験第1ト同一程度

ノ L ヨカイン「軟’背貼附ヲ行フ時ハ， JI~ シ テ如

何ナル結決ヲ将来スベキカ。此際全身性 Lオ

フソ＝ン 1（流血中しオプソェン＇）ノ i若生ハイロI

等ノ阻害ヲモ蒙Jレコト無キカ否カノ：疑問組ル

ぺシ。帥チ本寅験ハ貰験第 1 ノ~；tJff(ナリ c

資l強方法ハ全ク貰験第1l、同ーエ シチ，唯ダ

Lコカイシ「軟背ノ貼附ヲ免疫元軟背24時間貼

附耐＝行ハズシテ，之ヲリ遠ク距リタル他ノ

健常皮肉尉＝行フノミノ差ナリ。

個々ノ検俊ニ於ケル成績ハ第5炎＝示サレ，

第 5 表

黄色司自萄!lk球菌」コタチゲン J軟膏24時間貼附

後［ii］局Jijj-以外ノ健常皮膚ノ種々ノ面積ニ 4%

L トロパコカイン寸軟脊ヲ貼附v,24時間毎＝夏

新シテ 6日目＝得51）レ血清ノ Lオプソニン寸係数

家兎＊~両L I· ロパ ~Fl~Hオ7 ソ｜番披 カイン1軟喰菌子＝ン， ~；； 
脊貼附面積 係数

両IJ 6 !) 
f炎 1/2 9 18 27 i ..

 ').. 1 

後前
i 7 ~： I 1.71 I n2 1 !) 15 

両首 7 8 15 
後 !) 17 2li 一 I1.60 I 100 

後前
8 8 16 I 

1 10 15 :15 
1.56 I 98 

バ後前
8 14 

10 17 リ7I 1.85 I 100 

後前
7 。16 

1 17 26 
1.62 I 8S 
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3.WfJ平均値ハ第6表＝一括セラレタリ。

第6表ノ成績ハ第2~品I －＝－於テ曲線ヲ以テ示サレタリ。

第 6 表

黄色葡萄ID；球菌 Lコクチゲン1 軟干f24時間貼附後

I司局所以外ノ皮膚＝貼用シタノレ L コカイン’軟脊

ノ面積ト流血中ノ Lオプソ＝ン1係数トノ相瓦開係

(:1頭平均） 第2岡参照

免疫的前庭佐皮！背ト関係無 ILオアゾ｜
キ倒：常皮府＝於ケル Lトロ｜ニ ン寸｜ % 
ノJコカイ；：，－＇ i侠脊貼附面積｜係 数｜

O I 1.89 I 100 

1;22; I 1.66 I 88 

11! 1.63 

1) 4.5cm×4.5cm; 5日間＝使用シタル

軟存中Lコカイン寸全量0.4瓦。

2) 同上面積ノ 1/2;511問＝使JJIシタル

軟脊中Lコカイン寸会最0.2瓦。

86 

第 2 闘

黄色葡：均株球菌Lコクチゲン寸軟脊

24日寺問貼附後，，司局所皮膚以外ノ健

常皮膚へ Lヨカイン1 軟干Fヲ貼附

セル面積（最大4.licmx 4.5cm）ト

流血中」オプソニン1係数トノ相

互関係 (3頭平均）第6表参照

2.00 

流 1.60

血
中 160
－「

オ
-,・ 
ソ 1.40

ン
L 120 

f系
数
100 

3生
Lコカイン｝軟脊ヲ貼附
セル健常皮膚商積ノ書Jj合

以上ノ結果＝ヨレパLコクチゲン寸軟背24時間貼附局所ヲ共僅トナシ置キ，同一試猷ノ他ノ健

常皮膚へLコカイン寸軟竹1ヲ5Fl間J合擦貼附シタルニ， 611目ノ血中 Lオプソ＝ン1係数ハ下ノ如

レ〆。

Lコクチゲン l軟仔貼附ノミニテハ………υ ………1.89(100)

健常皮膚Lコカイン寸軟管貼附耐iiガ前庭置局所与府 1.66(88) 
面積ノ1/2(5日間 Lコカイン1 全用量0.21[.) .＝.ァ

向上高Ii鹿置局所ト同一面積（5日間 .. 1.63 (86) 
Lコカイン1 全用量0.4JDニテハ・

自日チ此際エモ亦タ血中産生Lオプソニン＇ f買ハ（100:88-86ノ比エテ）多少i成弱セリ。

此ノ事責ハ忠フニHt常皮1月岡.＝.Lコカイン1軟’ffヲ貼附スル時ハ (1）’1；：；，日妻局所皮膚細胞ノ活

力ガ肺咋ニ陥リ従テ他常！幻l守ガ先天的＝含有スルしオプソ zン1 ノ争Ill胞外分泌ガ障碍セラ1レlレ

ノミニJI:.ラズシテ， (2) Lコカイン「ノ如キ物質ハ水溶性ナyレヲ以テ例ヘバ沃度加里ト同校ニ

5日間ニ亙リ間断無ク全身性＝モ亦タ吸収セラレテ以テ Lオプソニンー1ノ流血中ノ集中作用ガ全

身性ニllfl惇セラJレルノ致ス所ナラン。

全責験結果J綿括

Lコクチヂン寸軟nヲ以テ24時間ダケ橡メ売疫的操作ヲImヘタリシ皮膚局所へ」コカイン1軟
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管ヲ貼附シタル場合（賓験第1）ト， コレヲ同一試獣ノ他ノ健常皮！月I「n・へ貼附シタル場合（質験

第2）トノ血中Lオプソニン寸産生程度ハ第7表ニ封比セラレタリ。

第7表 Lトロパコカイン可軟脊ヲ，線メ黄色葡勾欣球菌Lヨタチゲン寸軟干fヲ2-1日寺問貼附スノレコトー

ヨリテ前庭置セラレタル局所皮膚面へ姑附シタル場合ト，爾他I司一線件ノ下ニ於テ前庭置

皮膚以外ノ健常皮膚商へ貼附シタル場合トニ於ケル.n¥i中産生しオプソ＝シ lノ量的差呉
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6日目ニ於ケル血rj•L オプソニ f係数

免疫前蹴局所皮膚＝貼附セル場合 ｜免疫前慮詮以外ノ健常皮膚ニ貼附セル場合

｜血中＝有害加シタルLオプ｜ i血中ニ柄引HシタルLオプ
係数｜ノ ｜係数｜I z ン，（係数）／百分比 l ｜ ソ＝ン寸（係数）ノ百分比

1.89 I ioo I 1.89 J 100 

1.70 I 90 

」トロ，~コカイン l

軟脊貼附面積

1.61 

1.40 
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以上ノ賓験結果ヲ封比スルニ，健常皮膚而へノLコカイン 11¥i/z;i子ノ貼附ハ共ノ1面積ガ4.5cmX 

4.5cmニテモ亦タ共ノ1/2ニテモ血中産生しオプソニン寸係数エハ大差ヲ示サズ，全日韓的＝ハLコ

カイン1軟膏ヲ貼附セザル揚合ノ血中産生Lオプソニン1量ヨリモ 100: X.'", 86ノ比＝於テ小ナ

ルノミナリ。

之＝反シテ議メ Lコクチゲン寸軟膏ニヨリテ前I底置セラレタリシ1!!_/1守局所へ Lコカイン可｜次官

ヲ同イ儀件ノ下＝於テ貼附セル場合ハ 100:74-73ノ比＝於テ血i:f-11;f生 Lオプソニン1係数ハ

前illノ揚合ヨリモ顕著＝低下セリ。

以上ノ制限観察ニヨリテ下ノ事項ヲ昨認シ得ベシn

1) Lコクチグン寸軟膏ヲ皮府ノー局所ニ貼附スル時へ最初ノ 24時間＝営該局所細胞内ニ

於テ定在性＝額著ノ局所性特殊Lオプソエン寸ノ増強アレドモ（八同，小；＋t，桑原，宮司諸博士）

7 ll目ニテハ営該局所ニ於テ減剥シ，流血中＝於テ顕著ノ同名Lオプソェン寸ノ増強ヲ誇ス。

2) 此際免疫的前庭置ヲ施シタル局所皮府ヲ全部切冷セルエ血中産生 Lオプソニン寸ハ 100;

65ノ比ニ於テ低下シ．此ノ:tiflキ切除ノ代リニ L トロバコカ fン寸軟干fヲ貼附セシニ 100; 73ノ

比＝於テ低下シ，マタ前底置局所皮府ヲ共佳トナシ， ソノ局所以外ノlit常皮肉・ェ同様」トロパ

コカイン寸軟膏ヲ貼附セシニ 100: 86ノ比ニ於テ低下セリ。故＝血中ノ特殊Lオプソニン寸ハ免

疫前庭世皮府内ニ産・fHセラレタル Lオプソニン寸カ官；諸局所皮膚細胞ヨリ分泌セラレテ流血巾

ニ集中セルモノト理解セラル。

3) 此際血中 Lオプソニン寸ノ全部ガ皆悉ク発疫前庭置局所1Jz)1守ヨリ分泌セラレタ yレモノナ

リヤ否ャ，換言スレパ発疫元ijij.；干fニヨル局所皮府商i庭世ニヨリテ免疫元ハ竜モ全身流血中へ吸

牧セラレザルモノナリヤ否ヤノ疑問起Pレベシ。此ノ解決ニハ更ニ詳$111ナ）［，多数ノ封j照賞験ヲ要

スルモ Jナリ。
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l) •；｛ 、 ／亡 •I’ui；ヲi、人テl;Jiif，主世セラレ夕 1cI之 11句－！』，j所ヲ (1）切除セ，~；場合， (2）切除ノfl:リ一

4ペPしコ心インl •I 

.tJ,¥ :;-. en uJ除叶Jハズ」コカ fンi •I的手モ使 f]J セズ免疫元t欧汗師i底置ノミノ揚合ニツキ下ノ

41! ＼前ilffl1 T ／＇ソニン 1係数ヲ示セリ。
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:! ¥ Qp I・ ＼｛、＇fitjけ’k汗l,,j所l之内＂11i1底世ニテハ全身免疫ノ獲得削チ血中ニ立読セラルル特殊 Lオ

f、／＝ユ，，、＼，・＇， 1；う汁iiiと［目l,,j/ilj皮肉ヨリ分泌セラレテ流血中ニ集中スルモノナ1レコトヲ知ル。

:n 所，；1・1主主！之＼｛ft＝－アリテハl{'r主／じ、 I：ト心テ！之府＝吸収セラレ， Jζ免疫物質ノ産生モ皮膚

ニリ「ifハll ll カ 1\t ＝.他／ •ft_要ナル組織及ピ臓器ガ免疫rffi得ニ毛主輿スルコト皆無ナルカ或

川 11l:吋1ヤレナリ。於＝キν!z¥｛吃＝テハド「たナル副作用殆ンド護現セザルモノト認メラル。
4、i{ 1をYし帆’iH史llJニヨリテ発！を j亡ガ皮肉ー！日1所ヲ脆シテ全身血行中ヘモ亦タ（若シアレパ如
何ナルff,1屯＝於ド II交代ヒラ Li'J 'lヤ否 γF淀問パ．他ノ貰験＝ヨリテ解明セラノレベシ。




